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Lalage Wakefield 博士 

National Cancer Institute/ NIH（アメリカ） 

TGF-βs in breast cancer: understanding the good 
and antagonizing the bad 

Transforming Growth Factor-β (TGF- β)はさまざまな種類の細胞の増

殖・分化に重要な役割を果たしており、そのシグナル伝達因子の変異

が癌など多くの種類の疾患の発症に関与していることが知られていま

す。近年では癌細胞自身ならびに免疫細胞など癌を取り巻く微小環境

に対してTGF- βシグナルが癌を悪性化させる方向で働くことがわかり

始め、低分子化合物などを用いた分指標的治療に注目が集まっていま

す。Wakefield 博士は TGF- βシグナル伝達において先駆的な研究をされ

ており、本セミナーでは乳癌の悪性化における TGF- βシグナルの役割

に関して、マウス個体レベルの解析から癌幹細胞の関与も含めて最新

の知見をお話しいただく予定です。今回は博士のお話が聞ける貴重な

機会ですので、多数の先生方の御来聴をお待ちしております。 

 


